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2024年8月4日号

オープニング

コンサート
第39回横浜緑吹奏楽団定期演奏会
9月8日(日) 13時開演　青葉公会堂　 【入場無料】

『
緑
と
青
の
音
色
』

　

横
浜
緑
吹
奏
楽
団
は
、
４
年
前
緑
区
で
初

音
を
あ
げ
た
。
谷
本
中
学
校
の
Ｏ
Ｂ
が
中
心

と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
地
域
密
着
型
の
ア
マ

チ
ュ
ア
楽
団
で
あ
る
。
当
時
こ
の
地
域
は
、
横

浜
市
緑
区
の
所
管
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
３
年
前

緑
区
は
３
つ
に
分
区
さ
れ
、
緑
区
、
青
葉
区
、

都
筑
区
の
３
区
が
誕
生
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
書
け
ば
、
察
し
の
良
い
人
は
何
が

言
い
た
い
か
は
も
う
お
分
か
り
だ
ろ
う
。
そ

う
、
こ
の
分
区
で
青
葉
区
を
中
心
に
活
動
す

る
緑
吹
奏
楽
団
と
い
う
、
な
ん
と
も
中
途
半

端
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
楽
団
が
誕
生
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　

当
時
は
、
我
々
を
青
葉
吹
奏
楽
団
と
呼
ぶ

人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
団
内
の
宴
席
で
は

ゃ

い
っ
そ
、
青
緑
吹
奏

楽

団

に
改

名

す

る

か
ぁ
〜や
と
かゃ

い
や

青
緑
は
ダ
サ
い
か
ら
エ

メ
ラ
ル
ド
吹
奏
楽
団
に

す
る
か
ぁ
〜や

な
ん
て

会
話
は
、
何
度
と
な
く

酒
肴
に
な
っ
た
。

　

最
近
は
、
間
違
え
る

人
も
あ
ま
り
い
な
く

な
っ
た
の
で
緑
吹
奏
楽

団
が
定
着
し
て
き
た

感
は
有
る
が
、
こ
だ
わ

る
の
は
名
前
の
色
で
は

な
く
、
音
の
色ゃ

音
色や

で
有
り
た
い
と
思
う
の

で
あ
る
。

おとな音楽まつりおとな音楽まつり
第一部 クラシカルステージ
　　　　　歌劇カルメンより、レ・ミゼラブル、他

第二部 企画ステージ　～スナック みどり～

メイン

コンサート
２０２４青葉区民音楽祭　 （詳細は次頁）

１１月１０日(日) 1１時〜１６時４５分　青葉公会堂 【入場無料】

①リコーダーコンソート青葉 ②横浜アコーディオン愛好会 ③奈良北オカリナクラブ

④マリンBAマリン  ⑤Plumeria  ⑥青葉台ジョイフルフレンズ･ハーモニカ

出演
団体

ファイナル

コンサート
第13回緑交響楽団ファミリーコンサート
１２月２２日(日) 1４時開演　青葉公会堂 　【入場無料】

　　指揮　平田 聡明

第一部  「カルメン」より前奏曲、ワルツィング・キャット、「アナと雪の女王」メドレー、他

第二部　舞踏会の美女、 指揮者体験コーナー、クリスマスメドレー、他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

緑
交
響
楽
団
は
１
９

８
４
年
横
浜
市
緑
区

(

分
区
前)

で
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
６
月
創
立
４

周
年
、
団
員
約
６
名
の

団
体
で
す
。
年
２
回
の

定
期
演
奏
会
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
軸

に
休
日
音
楽
家
を
目

指
し
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

青
葉
区
誕
生
時
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
機

会
あ
る
ご
と
に
青
葉
区

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
。

① 

青
葉
区
誕
生
記
念
青
葉
区
民
音
楽
祭

(
１
９
９
４
年
１
月
８
日 

フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル
)

② 

青
葉
区
民
み
な
と
み
ら
い
コ
ン
サ
ー
ト

(

１
９
９
８
年
９
月
２
日

み
な
と
み
ら
い

ホ
ー
ル 

完
成
時
)

③ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト(

青
葉
公
会
堂
)

２
０
０
２
年
１
月
１
日
の
第
１
回
か
ら
数
え

て
今
回
で
１
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

定
期
演
奏
会
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
入
場

を
制
限
、
或
い
は
会
場
の
大
き
さ
等
の
関
係

で
、
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
、
県
立
音
楽
堂
、

鎌
倉
芸
術
館
等
、
青
葉
区
か
ら
離
れ
ま
す

が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
小
さ
な
お
子

さ
ん
大
歓
迎
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
身
近
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た

く
、
青
葉
公
会
堂
に
て
今
後
と
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。

※teketによる事前申込制（指定席）

青葉区長

中ဥፀየ

【器
楽
部
会
と
は
】

３
周
年
を
迎
え
た
「
青
葉
区
民
音
楽
祭
」

中
島
隆
雄 

青
葉
区
長
よ
り
、
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　

『
何
度
も
コ
ン
ペ
に
落
ち
た
プ
レ
ゼ
ン
企
画
が
、
あ
る

日
突
然
採
用
さ
れ
る…

 

手
に
マ
メ
を
作
り
何
度
も
挑

戦
し
て
き
た
変
化
球
が
あ
る
日
突
然
投
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る…

』
思
い
描
い
て
き
た
夢
が
叶
う
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
ド
ラ
マ
や
映
画
の
中
で
は
あ

り
き
た
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
だ
が
、
今
回
の
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

青
葉
区
の
誕
生
と
同
時
に
『
青
葉
区
民
音
楽
祭
』
は

始
ま
っ
た
。
当
初
は
区
内
で
器
楽
を
愛
好
す
る
団
体

が
集
ま
っ
て
、
短
い
持
ち
時
間
で
発
表
会
を
行
っ
て
い

た
。(
ジ
ャ
ン
ル
は
様
々
で
、
和
楽
器
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
マ

ン
ド
リ
ン
合
奏
、
室
内
楽
、
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

吹
奏
楽
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
等
々)

名
前
は
区
民
音
楽

祭
と
大
そ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
集
客
は
惨
憺
た
る
も

の
だ
っ
た
。
こ
の
音
楽
祭
を
企
画
す
る
『
器
楽
部
会
』

は
、
試
行
錯
誤
の
末
一
つ
の
結
論
を
出
し
た
。
各
団
体

の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル(

楽
器
の
ジ
ャ
ン
ル
も
含
め)

が
多
岐

に
わ
た
る
為
集
客
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
『
青
葉
音
楽
百
景
』
で
あ
る
。

こ
の
企
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
音
楽
を
十
分
楽

し
め
る
時
間
を
取
っ
て
、
音
楽
祭
の
枠
を
超
え
て
各

団
体
の
演
奏
会
を
一
定
期
間
内
で
一
つ
の
帯
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。(

当
初
こ
の
『
青
葉
音
楽
百

景
』
こ
そ
が
『
青
葉
区
民
音
楽
祭
』
と
思
っ
て
発
案
さ

れ
た
が…

)

　

そ
の
結
果
、
集
客
は
３
倍
に
な
っ
た
。
し
か
し
音
楽

祭
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
単
独
の
演
奏
会
を
す
る
団
体

は
、
音
楽
祭
で
の
ス
タ
ッ
フ
協
力
が
メ
イ
ン
と
な
り
疎

外
感
の
有
る
扱
い
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

か
く
し
て
区
制　

周
年
を
迎
え
た
今
年
、
長
年
の
夢

が
叶
う
青
天
の
霹
靂
が
起
こ
っ
た
。
一
定
の
制
限
は

有
る
も
の
の
単
独
団
体
の
演
奏
会
で
あ
っ
て
も
、
器
楽

部
会
員
が
毎
年
９
月
〜　

月
に
区
内
で
行
う
全
て
の

演
奏
会
を
総
称
し
て
『
青
葉
区
民
音
楽
祭
』
と
す
る
こ

と
が
突
然
認
め
ら
れ
た
。

　

今
年
の
区
民
音
楽
祭
は
３
日
間
行
わ
れ
る(

各
記
事

参
照)

。
部
会
員
に
お
い
て
は
新
し
い
音
楽
祭
の
始
ま

り
と
青
葉
区
の
文
化
の
発
展
に
係
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
し
て
の
一
歩
を
、
一
致
団
結
し
て
歩
み
出
す

こ
と
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

小
紙
で
は
、
各
団
体
の
演
奏
会
情
報
の
他　

周
年

に
際
し
て
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

30

12

　

青
葉
区
民
芸
術

祭
運
営
委
員
会
の

中
で
、
器
楽
合
奏

を
す
る
団
体
の
集

ま
り
。
(
他
に
、
コ
ー

ラ
ス
の
つ
ど
い
・
芸

能
祭
・
作
品
展
な

ど
が
あ
る
)　

　

毎
年
１
月
に
開

催
さ
れ
る
区
民
音

楽
祭
を
中
心
に
、

９
月
か
ら
１
月
に

行
わ
れ
る
所
属
団

体
の
演
奏
会
を
「
青

葉
区
民
音
楽
祭
」

と
称
し
、
企
画
運

営
や
冊
子
の
発
行

を
行
っ
て
い
る
。

11
12

30
　

青
葉
区
の
誕
生
と
と
も
に
始
ま
り
、
毎
年

秋
に
行
わ
れ
て
き
た
「
青
葉
区
民
音
楽
祭
」

が
今
年
も
１
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

青
葉
区
は
１
月
６
日
に
区
制
３
周
年
を
迎

え
ま
す
。
「
未
来
へ
つ
な
ご
う　

青
葉
の
魅

力
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
域
の
皆
様

と
３
周
年
を
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

区
内
で
は
様
々
な
文
化
芸
術
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
お
り
、
青
葉
区
の
魅
力
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
区

民
音
楽
祭
で
は
器
楽
団
体
が
奏
で
る
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
く
の
方
に
青
葉
公
会
堂
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
「
青
葉
の
魅
力
」
を
感
じ

る
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て
青
葉
区
の

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
器
楽
部
会
の
皆
様
に
心
か
ら
の
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

11
11

30

30

40

30

40

60
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23

14

13

30

器楽部会
　　会議光景

青葉区版



<

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
と
指
導
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
、
故

岩
崎
重
昭
氏
に
師
事
。
２
０
０
２
年
に
デ
ュ
オ
を
結
成
し
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
ハ
ー
モ
ニ
カ
大
会
デ
ュ
オ
部
門
金
賞
。
２
０

０
６
年
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
よ
り
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
、 

数
々

の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
出
演
。
海
外
や
日
本
全
国
各
地
で

コ
ン
サ
ー
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
他
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
オ

ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン
な
ど
新
し
い
局
面
に
も
挑
戦
し
続
け

て
い
る
。
結
成
２
周
年
に
リ
リ
ー
ス
し
た

ア
ル
バ
ム
「
ポ
ケ
ッ
ト
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
」

で
は
多
数
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
収
録
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
新
し
い
扉

を
開
い
た
。

20
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定期演奏会の情報や活動の詳細はホーム
ページで、演奏の一部はYouTubeでご覧
いただけます。どちらも「リコーダー青
葉」で検索してください。
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2024年11月10日(日)
メインコンサート

【入場無料】

リベルタンゴ

愛の挨拶

ありがとう　他

1994年、渡辺清美先生のもとに８名で結成されてから、今や約20名のリコーダーオーケストラにな
りました。青葉区を拠点とし、月２回の練習で磨いたアンサンブルを、定期演奏会、ボランティアなど
で披露しています。

① リコーダーコンソート青葉

８０日間世界一周
バラのタンゴ
タブー
ボエヴェおじさんの讃美歌
別れのブルース　他

② 横浜アコーディオン愛好会⑥ 青葉台ジョイフルフレンズ･ハーモニカ

③ 奈良北オカリナクラブ④　　　　　　　 マリンＢＡマリン

⑤　　　　　　　　　 Ｐｌｕｍｅｒｉａ
　

青
葉
区
が
誕
生
し
た
時
、
私
は
小
学
生
で
し
た
。
学
校
行

事
と
し
て
、
真
新
し
い
青
葉
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

目
の
区
の
音
楽
会
で
、
合
唱
と
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
を
し
た

記
憶
が
蘇
っ
て
来
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
と
青
葉
区
内
の
学

校
で
吹
奏
楽
部
の
練
習
に
明
け
暮
れ
た
日
々
、
そ
し
て
大
人

に
な
っ
て
か
ら
の
ご
縁
で
、
青
葉
区
民
芸
術
祭
器
楽
部
会
を

紹
介
い
た
だ
き
、
２
０
１
９
年
か
ら
地
元
青
葉
区
で
、
毎
年

こ
う
し
て
青
葉
区
民
音
楽
祭
で
演
奏
出
来
る
事
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
に
出
逢
っ
た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
竹
製
民
族
楽

器
『
ア
ン
ク
ル
ン
』
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
楽

器
で
す
が
、
『
竹
』
で
出
来
て
い
て
カ
ラ
カ
ラ
と
涼
し
げ
な
そ

し
て
ど
こ
か
懐
か
し
い
、
素
朴
な
音
色
が
魅
力
的
で
す
。　　

　

音
楽
祭
に
出
演
す
る
こ
と
で
新
た
な
ご
縁
で
演
奏
の
機
会

を
頂
い
た
り
、
一
緒
に
竹
楽
器
を
演
奏
し
た
い
！
と
い
う
運

命
的
な
出
逢
い
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
青
葉
区
と

共
に
音
楽
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
竹
楽
器
を
た
く
さ
ん
の
方
に
聴
い
て

い
た
だ
け
る
機
会
が
増
え
る
と
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

天城越え

くるみ割り人形より

インドネシア民謡　他

2007年インドネシア在住経験者を中心に結成、ユネスコ無形文化遺産のアンクルンをはじめガンバン(竹琴)など、

インドネシアの竹製民族楽器を奏でるアンサンブルグループです。横浜青年館(南区)を練習拠点に活動しています。

日本各地やインドネシアでのイベント、福祉施設、在日インドネシア大使館主催セレモニー等での演奏多数。

インドネシアの曲をはじめ、日本の歌謡曲、
クラシック、映画音楽、ＪＡＺＺやラテン、
アニメソング等多岐にわたるジャンルの曲に
挑戦しています。演奏依頼やアンクルンワー
クショップ随時承ります！

椿姫より「乾杯の歌」

アイーダより「凱旋行進曲」

くるみ割り人形　　他

「見て聴いて楽しい！演奏してもっと楽しい!!」をモットーに、青葉区を中心に活動
しているマリンバ　アンサンブルグループです。　　　メンバー随時募集中♪ 
マリンバが好き！演奏してみたい！という気持ちがあればどなたでも大歓迎♪

今年のマリンBAマリンのテーマは｢踊り｣
です。前半はオペラやバレエなどの歌劇
を中心に皆様ご存知の名曲を集めまし
た。また、後半ではポップで軽快で踊り
出したくなるような曲を演奏します。

1995年青葉区奈良北団地在住のメンバーにより発足。今年で３０年目を迎えた同好会です。「楽しく
オカリナを吹こう」をモットーに、オカリナの持つ素朴で暖かな音色を大切にしながらクラシックから
ジャズまで幅広いジャンルの曲目を演奏しています。

若者たち、栄光の架橋
誰もいない海、風立ちぬ
ビートルズ・メドレー
美しく青きドナウ　　他

⑥ 特別参加　ハーモニカデュオ　Ｂｏｍ ｘ Ｂｏａ

オー・シャンゼリゼ

エル・チョクロ

ロシア民謡メドレー

ラ・クンパルシータ　　他

今年は外国の歌を選曲しました。ヨー
ロッパ、南アメリカ、ロシアからシャン
ソン、タンゴ、ロシア民謡などをお楽し
みください。

創立４２年目の歴史あるハーモニカサークルです。青葉区民音楽祭の他、「かわさきハーモニカの集い」や区内ボ

ランテア演奏にも参加。BOMxBOAの大内先生のご指導で美しい音色の四重奏を目指し、毎週火曜日に青葉

台、藤が丘等の公共施設で楽しく練習をしています。新規会員を募集中です。気軽に見学に来て下さい。

アコーディオンの音色を通じて音楽の世
界ミステリーツアーを楽しんでいただき
ます。今年はどこの国を訪れるか楽しみ
にしてください。

1967年１月に結成、創立5７周年になり歴史を持つ会です。アコーディオンは独奏のみならず合奏や
歌の伴奏にも取り組み、各区の区民活動センターなどのイベント参加を通じてアコーディオンの懐か
しい音色を届けています。

　

今
年
も
青
葉
区
民
音
楽
祭
に
大
内
友
哉
、
井

上
初
美
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
ユ
ニ
ッ
ト 

Ｂ
ｏ
ｍ 

ｘ 

Ｂ
ｏ
ａ

(
ボ
ンゆ

ボ
ア
)
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
ラ
ス
ト
の

青
葉
台
ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
レ
ン
ズゆ

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
ゲ
ス
ト
で
花
を

添
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
を
使
い
こ
な
し
演

奏
す
る
ス
タ
イ
ル
は
、
２

人
な
が
ら
音
の
厚
み
を

感
じ
さ
せ
、
そ
の
卓
越
し

た
技
術
に
は
定
評
が
あ
り

ま
す
。
ボ
ンゆ

ボ
ア
の
超
絶
技

巧
を
ラ
イ
ブ
で
体
験
す
れ
ば

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
す
る

こ
と
請
け
合
い
で
す
。
演
奏
曲
目
は
「
ト
リ
ッ
チ

ト
ラ
ッ
チ
ポ
ル
カ
」
、
「
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
」
、
他
。

前半は、30年前の発足時から演奏してい
るテーマ曲「若者たち」と秋の曲を特集。
後半は、色々なジャンルから、大編成なら
ではのサウンドをお楽しみください。

「
音
楽
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
青
葉
区
と
と
も
に
」

　

青
葉
区
と
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト
青
葉　
　
　
　
　
　
　
　

　

青
葉
区
発
足　

 

年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
達
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
団
「
青
葉
」
も
、
青
葉
区
が
で
き

た
時
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
３
月
に
３
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

　

設
立
時
に
私
達
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
一
枚
一
枚
の

違
う
緑
色
の
葉
が
一
本
の
木
を
作
り
、
様
々
な
色
合
い
の

木
々
が
大
き
な
一
つ
の
森
を
成
す
よ
う
に
、
私
達
も
一
人

一
人
の
個
性
豊
か
な
色
合
い
の
音
で
、
一
つ
の
大
き
な
響

き
や
音
楽
を
皆
で
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

言
葉
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
は
私
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
私
は
こ
の
合
奏
団
と
の
楽
し
い
結
び
つ
き
を
断
念

で
き
ず
、
７
年
前
か
ら
長
野
県
人
に
な
っ
た
今
も
ま
だ
、
新

幹
線
や
車
で
青
葉
区
の
練
習
会
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
移
住
前
に
住
ん
で
い
た
青
葉
区
は
、
今
で
も

た
く
さ
ん
の
大
切
な
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
故
郷
で
す
。

30

30

　

「
探
求　

右
手
と
左
手
の　

迷
宮
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
世
界
〜

　

青
葉
区
民
音
楽
祭
に
、
２
０
１
３
年
か
ら
参
加
し
て
１
年

に
な
り
ま
す
。
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
テ
ラ
ス
で
の
演
奏
、
ホ
ー
ル
で

の
演
奏
で
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
忙
し
い
時
期
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
テ
ラ

ス
で
の
演
奏
が
な
く
な
り
、
淋
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
外

で
の
演
奏
も
復
活
出
来
れ
ば
良
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
私
た
ち
の
演
奏
を
老
人
介
護
施
設
や
、
老
人
会

の
方
が
聴
い
て
下
さ
っ
て
、
施
設
で
の
演
奏
依
頼
が
復
活
し

て
活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
、
右
手
は
鍵
盤
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
弾

き
、
左
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
伴
奏
を
つ
け
ま
す
。
身
体
を

使
っ
て
風
を
送
り
、
両
手
、
指
を
使
っ
て
鍵
盤
、
ボ
タ
ン
を
押

し
、
頭
の
体
操
も
し
ま
す
。
体
力
維
持
、
認
知
症
予
防
に
も

な
り
ま
す
。

　

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
初
心

者
か
ら
先
生
が
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
ご
一
緒
に
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

㕱㕱

　

奈
良
北
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ(

Ｎ
Ｏ
Ｃ)

は
青
葉
区
と
同
じ

く
、
今
年
結
成3

年
を
迎
え
ま
し
た
。
発
足
時
は
奈
良
北
団

地
住
民
７
名
で
し
た
が
今
は
２
名
に
な
り
神
奈
川
県
内
で

演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
２
日
に
青
葉
台

フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
於
い
て
「
奈
良
北
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
３
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
Ｄ
Ｃ

ダ
・
カ
ー
ポ
〜
あ
ら
た
に
〜
」ゆゆ

ゆ

い
く
つ
に
な
っ
て
も
？
心

新
た
に
進
も
う
！
と
い
う
事
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
運
営
は
実
行
委
員
会
を
作
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｃ
全

員
が
事
務
局
、
構
成
、
楽
屋
、
受
付
、
会
計
、
衣
装
の
各
部
会

に
所
属
し
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
ほ
ぼ
１
年
前
か
ら
準

備
を
進
め
ま
し
た
。
演
奏
曲
目
も
、
吹
き
た
い
曲
を
メ
ン

バ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
選
び
、
グ
ル
ー
プ
演
奏
で
は
皆

が
希
望
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
熱
が
入
り
ま
す
！

　

コ
ン
セ
プ
ト
の
「
観
て
聴
い
て
楽
し
く
」
は
、
最
初
は
漠
然
と

し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
沸
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と

内
容
が
決
ま
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
あ
あ
も
し
た
い
、
こ
う
も
し

た
い
と
、
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
演
奏
は
勿
論
、
そ
れ
以
外
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
も
楽
し
ん
で
頂
け
た
事
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
は
２
名
Ｎ
Ｏ
Ｃ
全
員
が
参
加
で
き
た
こ
と
が
何
よ

り
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

30

30

28

20

28

　

今
年
は
青
葉
区
誕
生
３
周
年
と
い
う
お
祝
い
の
年
で
す
ね
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

　

そ
の
名
の
通
り
、
緑
豊
か
で
心
安
ら
ぐ
、
と
て
も
住
み
や
す

い
街
で
あ
る
青
葉
区
。
そ
れ
と
同
時
に
、
田
園
都
市
線
が
通

り
、
都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
洗
練
さ
れ
た
街
で
あ
り
、

芸
術
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
文
化
的
な
街
で
も
あ
り
ま
す
。

　

青
葉
区
誕
生
の
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
青
葉
区
民
芸
術
祭
。

そ
の
中
の
器
楽
部
門
で
あ
る
「
青
葉
区
民
音
楽
祭
」
に
出
演
で

き
る
こ
と
を
私
た
ち
マ
リ
ン
Ｂ
Ａ
マ
リ
ン
は
嬉
し
く
誇
り
に
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
を
通
し
て
他
の
団
体
と
交
流
で
き

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
演
奏
を
通
じ
て
、
少
し
で
も

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
、
そ
れ
が
パ
ワ
ー
や
元
気
と
な

り
、
私
た
ち
の
励
み
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
特
に
、
３
周
年
と

い
う
節
目
の
年
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は

光
栄
で
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
！

　

私
た
ち
マ
リ
ン
Ｂ
Ａ
マ
リ
ン
は
活
動
を
始
め
て
ま
だ
１
年
目

で
す
が
、
３
周
年
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
青
葉
区
を
中
心
に

活
動
を
続
け
、
マ
リ
ン
バ
の
優
し
い
音
色
と
癒
し
の
時
間
を
皆

様
に
お
届
け
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

30

30

18

　

青
葉
区
制
が
始
ま
っ
た
翌
年
の
１
９
９
５
年
は
、
青
葉
台

ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
レ
ン
ズ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
国
際
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ

ン
テ
ス
ト
で
準
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
記
念
す
べ
き
年
で
し

た
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
重
鎮
の
故
岩
崎
重
昭
先
生
が
１
９
８
２

年
に
３
名
で
我
が
サ
ー
ク
ル
を
設
立
し
て
か
ら
３
年
目
の

快
挙
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
会
員
が
激
減
し
た
時

に
は
解
散
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
２
０
０
２
年
に

大
内
友
哉
先
生
を
指
導
者
に
迎
え
新
生
サ
ー
ク
ル
と
し
て

発
展
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

青
葉
区
民
音
楽
祭
や
青
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
等
の
公

共
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
演
奏
参
加
し
て

い
ま
す
。
特
に
区
民
音
楽
祭
で
は
、
特
別
参
加
の
Ｂ
ｏ
ｍ×

Ｂ
ｏ
ａ
(
大
内
友
哉
・
初
美
夫
妻
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
デ
ュ
オ)

の

超
絶
技
巧
の
演
奏
が
大
人
気
で
、
聴
き
に
来
ら
れ
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

練
習
日
は
毎
週
火
曜
日
午
後
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
歌
謡

曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
を
３
名
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

13

13

30



奈
良
北
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

小
池 

交
子

奈良北オカリナクラブ 小川忠史

青葉音楽百景 参加公演

創立40周年記念
緑交響楽団

第72回定期演奏会

9月29日（日）
13：15開場 14：00開演
会場：鎌倉芸術館 大ホール
※ 入場料 1,000円（自由席）
※ teket による事前申し込み制

　　　　　　演奏曲
ブラームス　大学祝典序曲
ブルッフ　ヴァイオリン協奏曲第1番
　　　　　ソリスト　白井 篤（N響）
ラフマニノフ　交響曲第２番　　
　　　　指揮　和田 一樹

緑交響楽団は6月に創立40周年を迎え、
これを記念して第72回の定期演奏会を
開催します。 会場は鎌倉芸術館です。

青
葉
区
制
３
周
年
に
寄
せ
て 

(
事
務
局
よ
り
)

30

▼
区
制
３
周
年
を
迎
え
る
間
に
、
器
楽
部
会
や
音
楽

祭
の
か
た
ち
も
変
遷
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
２
０
１
２
年
が
初
の
発
行
で
、
今
年
で
１
回
目
の
発

行
を
迎
え
る
『
青
葉
音
楽
百
景
』
も
同
様
で
す
。
写
真

を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
少
し
で
も
魅
力
的
な
冊

子
に
な
る
よ
う
に
と
、
デ
ザ
イ
ン
構
成
か
ら
各
記
事
の

内
容
に
至
る
ま
で
、
皆
で
知
恵
を
絞
っ
て
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
ま

で
の
部
会
員
の
努
力
の
結
晶
と
、
青
葉
区
と
器
楽
部

会
が
共
に
紡
い
で
き
た
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
▼
事
務
局
か
ら
み
て
も
、
器

楽
部
会
の
会
議
は
毎
回
活
気
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
時

に
は
会
議
が
紛
糾
し
、
圧
倒
さ
れ
そ
う
な
こ
と
も
あ

る
の
は
こ
こ
だ
け
の
話
で
す
が
・
・
・
そ
れ
は
皆
の
音
楽

に
対
す
る
愛
と
情
熱
由
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
発
行
し
て
い
る
こ
の
手
作
り
の
紙

面
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
音
楽
祭
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
想
い
は
皆
様
に
も
十
分
に

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
▼
余
談

に
な
り
ま
す
が
、
器
楽
部
会
の
事
務
局
の
担
当
職
員

は
、
当
初
楽
器
は
全
く
の
未
経
験
で
し
た
が
、
器
楽

部
会
の
担
当
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
昨
年
新

し
く
ピ
ア
ノ
を
習
い
は
じ
め
、
今
で
は
定
期
的
に
発
表

会
に
出
る
程
に
そ
の
魅
力
の
虜
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
、
思
わ
ぬ
ご
縁
や
新
し
い
自
分
の
発
見
に
つ

な
が
る
不
思
議
な
力
も
、
青
葉
区
の
音
楽
祭
に
は
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
３
年
間
の
歩
み
を
こ
れ
か

ら
も
止
め
る
こ
と
無
く
、
支
え
て
く
だ
さ
る
関
係
者

の
皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
事
務
局
と
し
て
青

葉
区
の
音
楽
シ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
て
い
く
一
端
を

担
っ
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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▼
今
朝
も
空
が
白
み
は
じ
め
る
頃
、
ふ
と

目
が
覚
め
た
。
外
で
は
鳥
の
さ
え
ず
り
が

聞
こ
え
る
。
一
本
調
子
で
な
く
、
ラ
ソ
ラ
！

ラ
ソ
ラ
！
と
一
定
の
リ
ズ
ム
。
も
う
朝
だ

よ
ー
の
挨
拶
か
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
風
の

音
な
ど
、
自
然
の
中
に
身
を
委
ね
て
聞
こ

え
て
く
る
音
に
は
、
心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え

る
。
▼
私
が
愛
好
し
て
い
る
オ
カ
リ
ナ
は
粘

土
で
形
成
し
焼
い
て
作
る
楽
器
で
土
笛
の

一
種
な
の
で
、
そ
の
音
色
は
素
朴
で
温
か

く
、
心
に
深
く
浸
み
入
り
心
地
良
い
。
そ
ん

な
オ
カ
リ
ナ
に
魅
せ
ら
れ
地
域
の
友
達
た

ち
に
声
掛
け
し
て
結
成
し
た
オ
カ
リ
ナ
ク

ラ
ブ
も
青
葉
区
と
同
じ
く　

年
目
を
迎
え

た
。
▼
結
成
ほ
ど
な
く
し
て
太
鼓
集
団
鼓

粋
と
共
に
立
ち
上
げ
た
「
あ
お
ば
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト(

Ａ
Ｃ
Ｃ)

」
は
、
私
た
ち

が
演
奏
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
福
祉
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
始
め
ら

れ
た
。
青
葉
区
役
所
地
域
振
興
課
と
福
祉

保
健
課
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
参
加
費
(
チ
ケ
ッ
ト
売
上
)
と
企
業

や
個
人
か
ら
の
協
賛
金
を
合
わ
せ
、
収
益

金
を
青
葉
区
内
の
福
祉
施
設
へ
寄
付
金
と

し
て
届
け
て
い
る
。
▼
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
「
明
る
い

あ
お
ば
を
あ
な
た
の
愛
で
」
を
合
言
葉
に
、

年
一
回
青
葉
公
会
堂
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
今
年
は
６
月
に
第　

回
が
無
事
終
了

し
た
。
志
を
同
じ
く
す
る
音
楽
関
係
団
体

と
共
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
来
場
の
お
客
様

と
一
体
と
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
む
こ
の
時

間
は
、
例
え
よ
う
も
な
く
嬉
し
く
楽
し
い
。

コ
ン
サ
ー
ト
最
後
の
寄
付
金
贈
呈
式
で
、
寄

付
先
の
皆
様
か
ら
の
喜
び
の
声
を
聞
く

と
、
そ
れ
ま
で
の
努
力
が
報
わ
れ
た
気
持

ち
に
も
な
る
。
▼
私
達
の
Ａ
Ｃ
Ｃ
以
外
に

も
、
い
く
つ
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

は
行
わ
れ
て
い
る
。
音
楽
を
楽
し
み
な
が

ら
社
会
貢
献
も
行
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
、
ど
こ
か
で
目
に
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

27

30


